
■第１章 名称及び事務局
　第１条 本会の名称を安城学園高等学校同窓会と称する。
　第２条 本会は、事務局を安城学園高等学校内に置く。

■第２章 目的と事業
　第３条 本会は、会員相互の連絡と親睦を図るとともに、安城学園高等学校の
 発展に寄与することを目的とする。
 又、安城学園の他の同窓会との交流を行い、親睦を図る。
　第４条 本会は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。
 1 会員の互助
 2 会員名簿の整理
 3 母校が行う事業への協力
 4 安城学園の他の同窓会との交流及び親睦
 5 その他、本会の目的達成に必要と認められる事業

■第３章 会　　　員
　第５条 本会は、次の会員により構成する。
 正会員
 1 安城学園女子短期大学附属中学校卒業生
 2 安城学園女子高等学校卒業生
 3 安城学園女子短期大学附属高等学校卒業生
 4 安城学園高等学校卒業生
 特別会員
  教職員及び旧教職員

■第４章　役員幹事の選出方法及び任務
　第６条　本会に次の役員を置く。
 1 顧　　問 若干名
 2 会　　長 １名
 3 副 会 長  若干名
 4 事務局長 １名（副会長が兼任）
 5 幹 事 長  １名
 6 書　　記 ４名
 7 会　　計 ２名
 8 監　　査 ２名
 9 学外・学内代表幹事 若干名

　第7条 本会の役員の選出は、次の方法で選出する。
 1 顧問は、安城学園理事長、安城学園高等学校長、同窓会役員経験者 
 　 とする
 2 会長は、役員会の推薦によって選出し、総会の承認を得る。
 3 副会長は、２項に同じとする。
 4 事務局長は、副会長の中から会長の委嘱によって定める。
 5 幹事長は、会長の委嘱によって定める。
 6 書記は、５項に同じとする。
 7 会計は、５項に同じとする。
 8 監査は、５項に同じとする。
 9 学外・学内幹事は、５項に同じとする。
 10 卒業年次ごとの幹事は、同期会員の互選による。

　第8条 本会の役員、幹事には次の任務がある。
 1 顧問は、本会に助言し諮問に応える。
 2 会長は、本会を代表し、会務を総括する。
 3 副会長は、会長を補佐し、会長不在又は事故ある時はその代理をする。
  イ　すべての会の議事、資料作成　　　ロ　会の進行
 4 幹事長は、幹事会を掌握し、幹事会を統括し、幹事の意向を役員に計る。
 5 事務局長は、各会の事務運営を担当、処理する。
  イ　通知文作成等　　　ロ　すべての通信事務の指示
 6 書記は、本会の運営上の記録、整理、保管をする。
  イ　会員名簿の整理、保管、宛名ラベルの印刷
  ロ　各会の議事録作成と保管
  ハ　会報の発行等　　　　
 7 会計は、本会の経理事務を処理する。
 8 監査は、会計事務の監査に当たる。
 9 幹事は、幹事長の指示により幹事会、総会等の会務を分掌する。
  但し、学内の幹事は同窓会行事に積極的に協力する。

　第9条 役員、学外・学内幹事の任期は、３年とする。但し、再選はさまたげない。
 任期中に選ばれた場合は、残任期間とする。

■第５章 会　　　議
　第10条 本会の会議は総会、役員会、幹事会とする。
 1 総会は、年１回を定例とする。議長は、会長とする。
 2 役員会は、年２回を定例とする。但し、会長は、必要に応じて開くことが  
 　できる。
 3 幹事会は、年１回を定例とする。但し、幹事長は、必要に応じて開くこと  
 　 ができる。

■第６章 会費及び会計
　第11条 入会金10,000円とし、会費は必要に応じて徴収する。
　第12条 会費の徴収は、卒業年次四期の学納金納入時に徴収する。
　第13条 本会は、入会金、会費をもって運営する。
　第14条 本会の事業、予算、決算は、総会の承認を得なければならない。
　第15条 本会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日とする。
　第16条 本会の資産は、安城学園高等学校同窓会長名で銀行、信金、郵便局で  
 保管する。

■第７章 通信及び事務
　第17条 総会は、書面・インターネット・新聞広告等で通知する。
　第18条 会員は、住所、氏名等を変更した場合は、本会に通知すること。

■第８章 支部会について
　第19条 支部からの要望があれば、地域別の支部会を開催することができる。
　　　　　
■第９章 付　　　則
　第20条 本会の慶弔規定は、その都度、役員会で協議する。
　第21条 本会則の変更は、総会の議決により行うことができる。
  ・本会則は、平成１６年１０月２４日より実施する。
  ・本会則は、平成２１年９月２６日　一部改正。
  （但し、第５章 会費 は平成２２年度より改正）
  ・本会則は、平成２２年６月１２日　一部改正。
  ・本会則は、平成２9年６月3日　一部改正。（6条の9と7条の1）
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新入会員の皆様へ お祝いの言葉

同窓会の発展を願って

発行日　2019年2月19日
発行所　安城学園高等学校同窓会
　　　　〒446-0036
　　　　安城市小堤町4-25
　　　　TEL.0566-76-5105
　　　　FAX.0566-72-2808
　　  　［E-mail］ info@angaku.jp

安城学園高等学校　同窓会会報

卒業を祝して
「無限の可能性」に誇りと自信を持ってチャレンジしましょう！

安城学園高等学校同窓会
会長　森脇　康代

卒業生の皆様、ご卒業おめでとうございます。
皆様に同窓会へ入会して頂きましたことを心よ
り感謝しております。
　この同窓会は、昭和21年に安城学園同窓
会「勿忘草会」として設置されましたが、平成16

年に大学、短大、高校の3つに分離独立し、「安城学園高等学校同窓
会」として発足して15回目の入会式を迎えました。現在、同窓会の会員
は6,908名、勿忘草会員を含めますと35,020名です。本当に長い歴史
と伝統を感じさせられます。
　昨年度105周年を迎えた母校は、安城市になくてはならない存在と
して大きくはばたいております。本年度中部地区で開催されたインター
ハイ（卓球、バスケット、陸上部）、ウィンターカップ（バスケット部）、全国大
会（吹奏楽部）でも出場された生徒の皆さんや各クラブで活動されて

貴同窓会の会員各位が、
生きる意志と生きる力と生きる歓びに
満ち溢れた人生を送ることが
できますように！

理事長　寺部　曉

共学20年目を迎え、
多くの同窓生の故郷としての安城学園を、
一度訪れてくださいますように！

校長　関　神一

組織図
・安城学園女子短期大学附属中学校　・安城学園女子高等学校
・安城学園女子短期大学附属高等学校　・安城学園高等学校

・安城学園女子短期大学　・安城学園大学短期大学部　・愛知学泉短期大学
・愛知女子大学短期大学部　・愛知学泉女子短期大学

・安城学園大学家政学部　・愛知学泉大学家政学部

・愛知学泉大学経営学部　・現代マネジメント学部　・愛知学泉大学コミュニティ政策学部

・岡崎城西高等学校

・安城裁縫女学校　・安城女子職業学校　・安城女子専門学校

愛知学泉短期大学同窓会

愛知学泉大学家政学部同窓会
安城学園同窓会

愛知学泉大学豊田キャンパス同窓会

勿忘草会

岡崎城西高等学校同窓会
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いる皆さんの頑張りは、私たちに熱い心と力強いパワーを与えてくれまし
た。素晴らしい感動を有難うございました。
　このように、私たちはこの伝統ある安城学園高校で「誰でも無限の可
能性を持っている」という創立者寺部だい先生のお言葉を胸に、そして
「真心・努力・奉仕・感謝」の建学の精神を心の糧とし、常に目標に向
かって前進していくことの大切さを学ばせて頂いております。
　私もだい先生はじめ各理事長先生、恩師、同窓生と接する中で、周
囲の人への思いやりと感謝の気持ちを忘れず、常にチャレンジ精神で
新しい自分を発見していくことの大切さ、そして「誇りと自信」は自分の努
力の成果から生まれるということを学び、人として成長できたと思います。
　皆様あっての同窓会です。同窓会の集まりには是非お誘い合わせ
のうえ、参加して頂きたいと思います。
先ずは平成31年6月１日（土）に開催予定の総会（還暦、成人のお祝い
有り）へのご出席をお待ちしております。

　同窓会会員の皆様におかれましては、ますますご
健勝のこととお喜び申し上げます。日頃から母校に対

して多大なるご支援とご協力を賜り、感謝申し上げます。
　本校は、本年度（平成30年度）で男女共学に移行し、ちょうど20年目を
迎えました。「真心・努力・奉仕・感謝」の四大精神を教育の基本理念とし
て、家庭と社会に温かい心と新しい息吹を与えることのできる人間を育成
することを建学の精神とし、「誰でも無限の可能性を持っている」という創
立者の言葉を大切にしながら、日々の学習活動・クラブ活動・自主活動等
に、生徒達が挑戦し続けるために教職員一同全力でサポートしています。
　「誰でも無限の可能性を持っている」という教育理念の実践は、決して
一人では、その無限の可能性を見つけることは出来ないと考えています。
無限の可能性はどのようにしたら見つけることが出来るのか。その答えは
「人と人とのつながり」によって見つけることが出来ると考えています。
　今までの同窓生の皆さん、そして今年、同窓会会員になる445名の皆さ
ん、公立に比べ私学の良さは、教師の移動が少ないことがあげられます。同
窓会会員の皆様が気楽に母校を訪れていただき、昔を懐かしみながら、恩
師である本校の先生方と語る機会を持つことで、「人と人とのつながり」を
より一層強くしていきたいと思っています。
一度、母校である本校を故郷として訪れていただき、ご指導・ご鞭撻してい
ただけることをお願い申し上げます。

　貴同窓会におかれましては益 ご々清栄
のことと心よりお喜び申し上げます。

　さて、本法人では寄附行為を変更し、法人の目的を「『建学
の理念』と『建学の精神』と『真心・努力・奉仕・感謝』の四大精
神の実践を通して、創立者が目指した経済的・政治的・文化的
に自立できる社会人を育成することによって、地域と国際社会
に貢献することである」としました。「政治的自立」という寺部だ
いの大人のイメージに特に注目してください。「政治的自立」と
は、例えば、一人一票という権利を良き政治のために行使でき
るということです。そのためには、有権者に相応しい大人を育成
すること、つまり、pisa型学力、建学の精神、自然体、直観力、社
会人基礎力を自ら鍛え上げることが創立者の目指した経済的・
政治的・文化的に自立できる社会人を育成するためには必要
不可欠です。
　最後に、「学校あっての同窓会、同窓会あっての学校」です。
貴同窓会及び会員の皆様の益々のご発展をご祈念申し上げる
とともに、なお一層のご指導・ご鞭撻をお願いいたします。



平成29年度　
普１組　姫野レチシア明美
　２組　伊藤　亜希
　３組　森川　真琴
　４組　山本　花菜
　５組　成田　和佳奈
　６組　中川　侑河
　７組　渡邉　岳
　８組　金子　竜馬
　９組　近藤　翔太
　10組　加藤　大登
　11組　羽佐田　諒
　12組　野々山　ひかる
商１組　鈴木　朋也
　２組　志賀　雅貴
　３組　原　文音

平成30年度
普１組　山中　祐里奈
　２組　冨田　渚
　３組　鈴木　友梨香
　４組　尾嶋　日菜乃
　５組　北原　はるひ
　６組　兵藤　亮太
　７組　黒木　愛華莉
　８組　榊原　徹
　９組　西尾　柊二
　10組　改田　貴一
　11組　岡田　宗一郎
商１組　藤原　孝介
　２組　稲垣　梨々香

平成28年度　
普１組
　２組
　３組
　４組
　５組
　６組
　７組
　８組
　９組
　10組
　11組
　12組
商１組
　２組
　３組

池田　かすみ
昼間　さおり
坂本　理茉
佐藤　遥
笠井　瑞貴
廣瀬　暁斗
森 　泰誠
兵藤　幹太
後藤 　啓介
長谷川　隼人
小林　耀
日坂　知弘
太田　天人
松見　紋
柳原　萌

日 時　平成30年6月2日（土）
　　　 午後1時
場 所　視聴覚室（西館3F）
【総会】
1 開会のことば
2 同窓会会長あいさつ
3 理事長あいさつ
4 校長あいさつ
5 議長選出

多数のご参加をお待ちしています。

同窓会総会案内
2019年

安城学園高等学校
同窓会会報

2019年6月1日（土）
13：00～14：00
安城学園高等学校 視聴覚室

第15回　安城学園高等学校同窓会総会を開催しました

学園祭 同窓会コーナー

　理事長様、校長先生を始め関係各位の御力添えを賜り、安城学園高等学校同窓会会
報第11号の発行ができますこと心より感謝申し上げます。また、平成最後の「おもいでぐさ」
発行となりました。平成16年に同窓会は、大学・短大・高校と三つに分離し、安城学園高等
学校の同窓会は、創立者寺部だい先生のパネル展示、学園祭の同窓会コーナー、東北ボ
ランティアへの参加、インターハイ応援、文化部定期演奏会の鑑賞など、生徒さん並びに諸
先生方に寄り添いながら同窓会役員の活動の場を広げさせて頂きました。
　また、新しい年号と共に在学生、卒業生の繋がりを大切にしながら同窓会の発展をして
いきたいと思っております。ご協力のほど宜しくお願い致します。
※会員の皆様の住所変更がありましたら、安城学園同窓会事務局までご連絡下さい。

顧　　問　寺部曉（理事長）、関神一（校長）、
　　　　　鶴田紀美子（前同窓会会長）
会　　長　森脇康代
副 会 長　藤井京子、天野真弓、
　　　　　神谷良美、岡田叔子
幹 事 長　浅井恵
書　　記　榊原ゆり、蟹江登喜子、
　　　　　石田桂、星野訓代
会　　計　渡辺貴美、神谷美鈴
会計監査　大久保一代、青山勅子
学内代表　黒柳多栄子
学外代表　笠井瑞貴、黒柳馨

幹事同窓会役員

卒 業 生 から の た より

安城学園高等学校同窓会・会務報告（総会開催時）

～平成29年度事業報告～
○役員会
○総会案内発送
◯幹事会
◯第14回総会
○東北ボランティア支援
◯学園祭事業参加（パネル展示・造花体験講座）
◯創立記念105周年記念行事
◯29年度 卒業生同窓会入会式
◯会報「おもいでぐさ」10号発行

………………………（5月・11月・3月）
……………………………（4月）

……………………………………（6月）
………………………………（6月）

……………………（8月）
…（9月）

…………（11月）
…………（2月）
…………（2月）

………………………（5月・11月・3月）
……………………………（4月）

……………………………………（6月）
………………………………（6月）
…………………………（8月）

…（9月）
…………………（2月）

…………（2月）
…………（2月）

～平成30年度事業計画～
○役員会
○総会案内発送
○幹事会
◯第15回総会
○インターハイ応援
◯学園祭事業参加（パネル展示・造花体験講座）
◯文化部定期演奏会鑑賞
◯30年度 卒業生同窓会入会式
◯会報「おもいでぐさ」11号発行

▲学園祭協賛金贈呈（生徒会長と） ▲コサージュ作り

▲同窓会総会（お祝いの会）

同窓生という「輪」

※年次幹事は終身幹事です。

笠井　瑞貴（平成28年度卒）

 上位校の愛知学泉大
学、家政学部・家政学科・
こどもの生活専攻に進学
し、大学生活を楽しんで
います。また、高校卒業と
同時に同窓会役員に任

命を頂き、学外代表幹事として同窓会のたく
さんの先輩方に出会えています。
　同窓会では安城学園の歴史を感じられま
す。僕にとってこれこそが輪だと思います。これ
から出会う後輩達との出会いも輪です。
　この同窓会での歴史が今後も続いていくこ
とを願います。いつまで経っても安城学園高
等学校は母校であることは変わらず出会った
友人、先生方はかけがえのない人生の宝で
す。そんな風に思えるのは、安城学園高等学
校ならではだと思います。安城学園高等学校
の同窓生を活気溢れる力で盛り上げていけ
たら良いと思います。

出会いも輪

鶴田　紀美子

　平成３０年１月３０日、安城学園高等学校（同窓会
顧問）の長谷川幸子様が御逝去されました。
　長谷川様は、同窓会の前身安城学園同窓会「勿
忘草会」会長を昭和５８年から２１年間お勤めになり、
その間『写真で見る歴史』、『寺部だい先生を偲んで』
の発刊や各事業に同窓生の柱となってご活躍されま
した。地域医療にも貢献された先生のご冥福をお祈り
致します。長い間ありがとうございました。

－　故　長谷川幸子様を悼む　－
長谷川幸子様　プロフィール

清水　裕貴（平成21年度卒）

　中学、高校、大学、そし
て現在まで、私の人生は
「お箏(琴)」とともにありま
す。
　中学の音楽の授業で箏
と出会い、その音に魅了さ

れて気がつけば十数年…追求していけばいく
ほど終わりのない世界、まだまだひよっこ、一生
修行と思っています。しかし終わりがないからこ
そ楽しいです。
　ひとりの演奏者として、弟子として、師匠とし
て…私の世界は箏を中心に回っています。安
城学園の「真心、努力、奉仕、感謝」は、「和」
を重んじる箏の世界にも通じるものがあります。
　現在、安城学園高校箏曲部の技術講師と
して指導にあたらせていただくなかで、安城学
園の建学の精神を肌に感じながら、生徒たち
が部活動を通し、技術的にも人間的にも成長
していく姿がみられ、そんな瞬間に携われてい
ることに感謝しています。

一生修行

7 お祝いの会（還暦）
8 ミニ音楽会（箏曲部）
9 閉会のことば

6 議題
 1）平成29年度 事業報告
 2）平成29年度 会計報告・会計監査報告
 3）平成30年度 事業案
 4）平成30年度 予算案
 5）その他
　　

三輪　芳美（昭和52年度卒）

　還暦という節目の今
年、四十八年ぶりに母校
に行けることになり感動。
爽やかな挨拶をしてくれ
た生徒さんにも感動。日
常生活は、ほとんどが感

動の連続です。
　私は、五年前に悩んだ後に腎臓移植の手
術を受けました。以前は、相手優先で自分の
ことは後回しにして生きてきましたが、時には
休息も必要でもっと自分を大切に生きなくて
はという人生観に変わりました。術後の今、ご
く普通の当たり前の生活や、いつも見る景色
すべてが嬉しく思えるようになりました。それま
でのとても辛かった日々も今の笑える日々に
繋がっていると思います。この一つしかない
体、そして命を大切に生きていこうと思いま
す。ドナーである主人にも感謝して。

ごく普通の当たり前の生活・・

編集後記

大正１０年１月３日 碧南市に生まれる
昭和１２年３月 安城女子職業学校卒業
昭和１９年３月 東京女子医科大学卒業
昭和１９年 名古屋大学医学部内科　勤務
昭和４０年 豊田市に開業
昭和５８年～平成１６年３月 勿忘草会　会長
平成１６年１０月 安城学園高等学校　同窓会　顧問
平成３０年１月３０日 逝去　享年９７歳


